
第３回流山市子ども・子育て会議部会 会議録 

 

日時 

 平成２５年１０月１６日（水）午後２時～午後４時１０分 

 

場所 

 流山市役所 第２庁舎３階３０５会議室 

 

出席委員 

 藪本部会長、田中委員、岡本委員、相馬委員、仲宗根委員 

 

欠席委員 

 櫻庭委員 

 

オブザーバー 

 小川委員、竹内委員、吉川委員 

 

事務局 

 子ども家庭部 矢野次長 

子ども家庭課子ども政策室 熊井室長、中山主事、橋爪主事 

 

関係課 

マーケティング課 河尻報道官 

 

傍聴者 

 ０人 

 

議題 

１．ニーズ調査について  

（１）調査票（部会案）の確認  

（２）回収率の向上について  

  

２．市民対話集会について 

 

資料 

第３回流山市子ども・子育て会議部会配布資料一覧 



資料１ 第３回流山市子ども・子育て会議部会次第 

資料２ 第３回流山市子ども子育て会議部会 委員提出資料 

 

議事録（概要） 

《開会》 

 ・会議の成立（６人中５人出席） 

 ・配布資料の確認 

 

《事務局からニーズ調査について説明》 

・調査票の最初のページに掲載される依頼文について 

・各施設の簡単な内容と利用料について説明した文書を同封することについて 

・新制度のパンフレットを同封することについて 

 

《議題１ ニーズ調査について（１）調査票（部会案）の確認 及び（２）回収率

の向上について》  

（１）調査票最終案の確認 

・意見があればメールで提出。 

（２）回収率の向上について 

・調査票の封筒にアンケート調査への協力について簡単な依頼文(事務局で決定)

を印字する。 

・調査票送付後、礼状兼督促状を送付する。 

・幼稚園、保育園、小学校、子育て支援施設等を通じて周知ならびに回収促進を依

頼する。 

・市内の子育て支援ＮＰＯ団体で、調査票を記入補助するイベントを実施する。 

・市民対話集会で調査への協力を呼びかける。 

・市民まつりでチラシを配布し告知する。 

・調査協力依頼のチラシ配布については事務局と部会長で再度協議。 

 

《議題２ 市民対話集会について》 

◇市民対話集会を通して吸い上げたい内容 

・流山の子育て環境や支援への満足度。 

・流山が子育てしやすい街だと思うか。その理由。 

・流山がもっと子育てにやさしい街になるには、どんな子育てサービスがあると良

いか。 

◇日時・場所 

・開催日時と場所については事務局案で承認。 



・委員の参加についてはローテーションで参加とする。 

◇形式 

・新制度の説明を事務局が行う。 

・吸い上げたい意見からワークショップ形式で行うことに決定。 

・模造紙に書かれた「子育ての木」に、葉に見立てた付箋に意見を記入してもらい、

各々発表してもらう。 

・ワークショップの参加者は、メインターゲットは子育て中の親。子育ては地域で

行うものなので、対象は限定しない。 

◇市民対話集会の名称 

・「みんなのアイディアでもっと流山を子育てしやすい街へ」に決定。 

・「みんなで育てよう流山子育ての木」をサブタイトル。 

・「何が変わるの？子ども・子育て支援新制度！」をワークショップの前の事務局

説明の表題にする。 

◇告知、集客の仕方 

・Ａ３カラーのポスターを掲示。 

・Ａ４チラシの配布。 

・広報ながれやまに掲載（ワークショップで参加型だとわかるように)。 

・流山市ホームページにのせる。 

・フェイスブック、ツイッターの活用。 

・委員が各自持っているネットワークで広める。 

・保育園、幼稚園には事務局を通して依頼する。 

・デジタルサイネージを使う。 

・大型スーパー等へポスター掲示の依頼。 

 

《オブザーバー意見》 

 

《事務連絡》 

 

《閉会》 

 


